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10 CIRAS Discussion Paper No.93　多民族社会マレーシアにおける移民と社会統合
た。2002年の移民法改正前後から、マレーシアから
インドネシアへの強制送還が増えていきます。強制送
還される人たちのなかには、内戦中でインドネシア政
府により戒厳令がしかれているアチェに送還される
人もいました。強制送還によって内戦下の暮らしに戻
されて、そこで新たな人権侵害の対象になっていると
いう実態が報告されるにしたがって、内戦下のアチェ
からマレーシアに来た人たちはマレーシアで難民と
して受け入れるべきではないのかといった議論が始
まります。
　2004年のインド洋津波でアチェが最大の被災地に
なったことで、アチェは内戦地から自然災害の被災地
へと変わりました。この変化を受けて、マレーシア側
でもアチェを出身地とする滞在者を、非合法の滞在者
を含めて、自然災害の被災者として受け入れる特別措
置をしていきます。このときIMM13の申請書による
滞在許可が発給されました。インドネシア人移民に対
するマレーシア社会の見方は、このように、犯罪の温
床なので閉め出すべきであるといった見方から、保護
すべき人たちがいるという見方に変わっていきます。
　家事労働者への虐待についても、虐待者をマレーシ
アの市民が通報したり、裁判にかけて厳罰に処したり
するといった対応も見られるようになります。2000
年以降で報道されて広く知られた事件として、ニル
マラ・ボラ事件があります。ニルマラは2004年にクア
ラルンプールに来ていた東インドネシアのクパン出
身のキリスト教徒の女性の家事労働者で、正規労働
者としてマレーシアに来ていました。華人の雇用主に
よって熱湯をかけられたりアイロンを当てられたり
といった虐待を受けて死亡したという事件です。
　このあとも、毎年のように多数の虐待事件が報じら
れて人々に知られるようになりました。2009年５月
には、150人から200人の移民労働者が虐待から逃れ
てインドネシア大使館に駆け込む事態が生まれ、イン
ドネシア政府はその翌月、家事労働者のマレーシア
への派遣を中止すると発表し、インドネシアとマレー
シアの２国間関係が悪化します。こうした経緯を経て、
近年では、虐待事件が起こったら雇用主に厳罰を科す
ようになり、厳罰が科されなかった場合には適切な処
罰をマレーシア当局に求める動きがマレーシア市民
から出てくるようになっています。
　2016年のスヤンティ・ストリソ事件は、正規労働者
としてマレーシアに来ていたメダン出身のジャワ系
の家政婦のスヤンティが、マレー人の雇用主に虐待を
受けて、刃物や傘やモップなどにより重傷を負わされ
た事件です。雇用主は、ダティンの称号を持つ富裕な
女性で、保釈金を積んで仮釈放され、殺人未遂の罪に
問われたにもかかわらず求刑は５年でした。これに対
してマレーシアの市民の間で署名運動が起こり、法曹
界からも反発が出て、８年の求刑になりました。虐待
を放置していてはいけないという動きがマレーシア
の市民から出ています。
　犠牲者が不法就労者の場合も、同様の動きがみら
れます。アデリナ・リサオ事件は2018年にペナンで起
こった事件です。アデリナは東インドネシアのティ
モール出身で、マレーシアでは非正規で家事労働に従
事していました。インド人の雇用主から虐待を受けて、
ベランダで犬と一緒に寝かされているところを隣人
たちが通報して、救出されたものの死亡したという事
件です。雇用主が高齢であるという理由で減刑措置が
検討されていることがわかると、きちんと処罰すべき
であるという運動を市民が起こしています。
　インドネシア人出稼ぎ労働者の待遇の正常化を求
める動きがある一方で、この時期には、マレーシアの
自警団や警察がインドネシア人に過剰な対応をとる
ということも見られました。迫害とまでは言いません
が、マレーシア社会がインドネシア人の存在に神経を
とがらせていたことがわかります。
　2007年、クアラルンプールで、アジア大会に参加
するためにマレーシアに来ていたインドネシア人の
空手コーチを非合法移民として誤認逮捕する事件が
あり、インドネシアのスシロ・バンバン・ユドヨノ大統
領がマレーシアに厳重に抗議するという事件があり
ました。
　同じ年に、インドネシア領事館のインドネシア人職
員の家族が、外交官の家族の身分証明書を提示したに
もかかわらず自警団に誤認拘束されるという事件も
起こっています。2008年には、家事労働のために来
ていたインドネシア人女性を自警団が拘束して、１か
月間拘禁してその間に集団レイプを続けるといった
痛ましい事件も起こっています。
　このように、マレーシア社会全体がある時期からイ
ンドネシアから来る人びとを外部者と見なして排斥
するようになるという動きがある一方で、2000年代
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には、市民社会がインドネシアから来る人びとを救済
しようとしたり、インドネシア政府がインドネシア
人保護のためにマレーシア政府と交渉したりすると
いったことが見られるようになりました。
３．インドネシアによる取り組み
　こうしたことを受けて、インドネシア側はマレーシ
アへの労働者の派遣あるいはマレーシアで働くこと
について、現在どのような対応をとっているのかを見
てみたいと思います。
　１つ目はインドネシア政府による派遣労働者の保
護です。マレーシア政府に対して２国間合意を締結す
る際に、インドネシア人労働者に対する最低賃金を保
障を求める交渉をするとか、派遣前の管理と派遣後の
ケアを充実させることで、マレーシアで就労するイン
ドネシア人が合法的な移民のみになるよう国家的な
取り組みを続けています。
　派遣者の技能向上も進めています。専門職化する、
フォーマル・セクター化するということで、家事労働
だけではなく、たとえば製造業に派遣しても充分に
対応できるような技能を身につけさせて派遣すると
いったことです。マレーシア以外の地域にも派遣先を
多様化するという対応もしています。
　もう１つ紹介したいのは、インドネシア人学校の開
設です。2006年にマレーシアの教育法が改定された
ことで、それまでマレーシアの公立学校で認められて
いたインドネシア人子弟の受け入れが不可になった
ため、マレーシアにいるインドネシア人子弟の教育
が問題になり、インドネシア政府はサバ州のコタキ
ナバルにインドネシア人学校を開校しました 。また、
2010年にはノン・フォーマル教育を導入して、主とし
てサバ州のアブラヤシ農園で働いている労働者の子
弟向けに、インドネシアの国費で教師を派遣しました。
内陸部の農園に居住しているインドネシア人子弟に
対して、コミュニティ学習センターや訪問教室といっ
たかたちでインドネシア国民としての教育を受ける
機会を与えています。
　サバの州政府も容認し、協力しているところが特徴
です。サバ州政府の土地開発局の担当者は、だめだと
いっても農園内で結婚して子どもをつくってしまう
し、家族同伴のほうが労働者が落ち着いて働けるの
で、企業へのメリットがあるということで、対象とな
るインドネシア人子弟にパスポート発行等の支援を
行っています。
　さらに興味深いのは、サバやサラワクでのこうし
た試みを踏まえて、インドネシア政府が半島部でも
コミュニティ学習センターの設置を要望するように
なったことです。2008年ごろから始められたサバと
サラワクでのノン・フォーマルおよびフォーマル教育
の導入の実績として、59のコミュニティ学習センター
で8万4,000人の子弟が学ぶという状況に至っていま
す。これを踏まえて、クアラルンプールのインドネシ
ア人学校だけでなく、半島部の各地にいるインドネ
シア人子弟が充分な教育を受けられるようにしてほ
しいとジョコ大統領がマレーシア政府に申し入れを
行っています。
結び
　現在のマレーシアにおけるインドネシア人の社会
統合の状況は、以前のようにマレーシア社会の中にマ
レー人の一部として溶けていくということも行われ
ているとは思いますが、それと同時に、インドネシア
人としてマレーシア社会で合法的な地位を確保して、
インドネシア人と立場を維持したままマレーシアに
居心地のよい状況を作るという方向の取り組みが活
発になっています。
　もう１つ興味深いのは、最後に紹介したサバ、サラ
ワクの状況を踏まえて半島部に打って出ようとする
動きです。マレーシアのインドネシア人労働者の環境
は、サバ、サラワクと半島部とで大きく異なっていま
す。サバの場合は、インドネシア人子弟の教育にも積
極的に取り組むというように融和的な状況がありま
す。私は、サバの実績を踏まえて半島部でも適用を求
めるというようにサバから半島部に出て行こうとす
るインドネシア政府の動きが、インドネシア人の移民
の待遇にとどまらず、マレーシア社会にどのような影
響を及ぼしうるのか、注意深く見守っていきたいと
思っています。
